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鳥取大学広報誌 F U-MON

トリカツ！ 日本一の技術と強さ、鳥大ブリコンチーム！

教育支援・国際交流推進機構
国際交流センター

学びを
支える

新任教員
紹介

地域価値創造研究教育機構 地域連携PBL推進室
乾燥地研究センター

地域産品の農作業に目を向け、
機械化による作業能率アップを支援

社会
貢献

医学部医学科社会医学講座
法医学分野

話題の
研究室

特　   集

在学生がキャンパスをご紹介！

鳥大生の一日



昼 休 憩

1限 8:40~ 10:102限 10:30~ 12:00

3限 13:00~ 14 :304限 14:50~ 16:205限 16:40~ 18:10

　受験シーズンが近づいてきました。高校生の

皆さんは「鳥大のキャンパスってどんな感じ？」

「大学生になったらどんな生活になるの？」等々、

将来を思い浮かべながら受験勉強に励んでい

るのではないでしょうか。

　そこで今回は在学生がキャンパスライフを

ご紹介、未来の後輩たちへエールを送ります！

TO R I DA I

CAM PU S  L I FE

在学生がキャンパスをご紹介！

8:308:40
8:45

登校

行ってきまーす！

とりりん

特
　
集

登校したら、まずは掲示板で時間変更や休講等のお知らせ
をチェック！ 授業前から開店している第1食堂「マーレ」や
ベーカリーカフェ「セルリア」で朝食をとる学生もいます。

社会人になるまでに身に付けておきたい基本的な教養を
すべての学生が履修。鳥取県ならではの授業もあります。

岩美町の海岸へ出かけてス
キューバダイビングの海洋実習
を行います。青く澄んだ日本
海とかわいい魚たちに感動！

C

heck Point

朝の過ごし方イロイロ
1

地域学部附属芸術文化センターには、照明・音響設備が整った小ホール
「アートプラザ」があります。授業はもちろん、音楽、ダンス、映画、
演劇など一般向けのアートイベントも盛んに行われています。

学内で本格的な舞台芸術が楽しめる！

C

heck Point

2

講義の前に
掲示板をチェック！

松本  拓 己

鳥取大学イメージキャラクター

ま つ もと  た く み

さ ん

農学部
生命環境農学科 1年

廣江  建 輔
ひ ろ え  け ん す け

さ ん

工学部
電気情報系学科 2年吉田  雪 乃

よし だ  ゆ き の

さ ん

医学部
生命科学科 1年

小林  遥 南
こ ば や し  は る な

さ ん

地域学部
地域文化学科 3年

講義開始!

（米子）

（鳥取）

いすを並べれば約80名収容可能！

セルリアで優雅に
モーニング♪

アクアスポーツで

ライセンス取得に挑戦！

どん
どん

いっ
てみ

よ〜
！

講義紹介
地域学部

地域スポーツ支援プログラム・
アクアスポーツ１

地球科学（ジオパークと
自然災害・防災の基礎）

山陰海岸ジオパークの成り立
ちや地球規模の自然現象など
を学びます。気象台、自然館、
天文台等学外からも講師が。

地球温暖化、環境汚染など世
界規模の環境問題について
考えます。授業はすべて英語。
プレゼンや討論も行います。

地球環境問題Ⅰ 哲学・倫理学

哲学や倫理学の問題を自分の
頭で考え、表現し討論するこ
とで深めていきます。毎回テー
マが変わるのも面白いところ。

教養と人間力に磨きをかける教養と人間力に磨きをかける

西村  ひかる
に し む ら

さん
農学部
生物資源環境学科 4年

原田  拓 弥
は ら だ  た くや

さん
地域学部 地域学科
地域創造コース 1年

田中  巴 深
た な か  と も み

地域学部 地域政策学科 3年

単に地域創生の在り方を考えるものでは
なく、自分はこの地域の中でどう生きていく
のか、どう生きたいのか、そういった根本
の問いについて考えさせられる授業。面
白いのは、実際に地域で活動しているゲス
ト講師の方からさまざまなことを学び、地
域学について共に考える機会があること。
それが次の学びへとつながっています。

地域学総説

ゲスト講師のお話に

毎回引き込まれます

講義紹介
全学共通教育 運が良ければ「幻のクリームパン」に出会えるかも!?

昼 休 憩

1限 8:45 ~10:15

2限 10:30~12:00

3限 13:00~14:30

4限 14:45 ~16:15

5限 16:30~18:00

鳥取キャンパス

米子キャンパス

鳥大生の
一日

朝のキャンパスは

自転車ラッシュ!！

アートプラザ
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米子キャンパスの総合教育棟2階には開放的な休憩スペースが。空き
コマにくつろいだり、ランチを食べたりできます。屋外には東屋のある
緑の広場があり、ここでお花見や親睦会を開いたりもするんですよ。

医学部生のお気に入りスポット

C

heck Point

3

「飛鳥の森」はBBQも

できる憩いの広場

Lunch Tim

e

12:00

昼休憩

13:00

午後の講義開始!

各学部ごとに自習室が設けられていて、空
きコマなどに気軽に利用できます。定期
試験前で図書館が混んでいるときも便利。

C

heck Point

5
自習室が豊富！

C

heck Point

4
留学情報収集は昼休みが吉

ほとんどが自転車10分圏内に暮ら

す鳥大生。「お昼は部屋で」という

“自宅派”の学生も意外と多い。

食堂のテラス席は周囲の景色が

楽しめて爽快！ キャンパス内の

ベンチも人気のランチスポット。

一旦帰宅する学生も
「ミーラー」とは食事専用電子

マネー「ミールカード」利用者の

こと。混雑時でも支払いラクラク！

ミーラー、多数出現!?

食堂はカフェテリア形式で、選ぶのに迷うくらいメニュー豊富。

栄養バランスよく食べられます。平日は8時～20時30分（医学部食

堂は～19時30分）まで営業しているので、朝昼晩3食利用の学生も。

外ランチでリフレッシュ！

お昼
まで

もう
ひと

いき
！

空き
コマ

も

上手
に活

用

鳥大生の 事情
「セルリア」のパンやパスタも美味しいよ♪

常連さんを「マーレ民」と呼んでいます

家だと
集中できない人に

オススメ！

周藤  実 結
すとう  み ゆ

さん
医学部
保健学科 4年小貫  栞 奈

お ぬ き  か ん な

さん
医学部
保健学科 1年

留学に興味のある学生に向けて、国際交流センターが「Lunch Time 
World Cafe」を開催しています。留学経験者の生の声は貴重。また「語学強
化コース」も開かれており、留学前に語学力アップを図ることができます。

Lunch Time World Cafe

語学強化コース修了式の様子

飛鳥（ひちょう）の森

総合教育棟2階 休憩スペース

トマト、キュウリ、サツマイモ、梨、ブドウなど農業実習で栽培・収穫され
た作物たちは、毎週火・木曜日の昼休憩、広報センター前で販売されて
います。地元の人も買いに来られる人気ぶり。売り切れ御免なのです！

鳥大産の新鮮な農作物はいかが？

C

heck Point

6
講義紹介
農学部キャンパス内に

広大な圃場があるのは

鳥大ならでは！

収穫は大変だけど

喜んでもらえるのが

すごくうれしい！

ごはんやおかずを

自由に組み合わせて

栄養満点！

お家で

ひとやすみ♪

日比  慧 慎
ひ び  け い し ん

さん

持続性社会創生科学研究科
工学専攻 1年

工学部

農学部

地域
学部

医学部

木村  直 佳
き む ら  な お か

さん
農学部
生命環境農学科 2年

ランチタイムランチタイム

実際の農作業を通じて、授業で学んだ農
業の知識を高めます。鳥取県の特産品で
あるラッキョウや二十世紀梨など、毎週
さまざまな作物の圃場管理を実施。大雨
や台風、雑草との闘いに苦労しますが、い
い農作物ができると達成感があり、座学
では分からないことを五感を使って学べ
る「百聞は一見にしかず」な授業です。

農業基礎演習

医療の現場では、座学で培った知識を実
践の場で活かせるかどうかが大事。さま
ざまな実習に真剣に取り組んでいます。

実践的な実習が豊富！

実習では

講義とは違った

緊張感があります

医学科

保健学科（看護学専攻）

生命科学科

保健学科（検査技術科学専攻）

キャンパス
米子

医学部食堂

キャンパス
鳥取

マーレ

サラダバーもあります！

先輩の留学体験談は

参考になりますよ

医学部の講義いろいろ

高杉 日菜子
た か す ぎ  ひ な こ

農学部 生命環境農学科 2年

04 03



https://e-apply.jp/e/tottori-u/
詳しくは、鳥取大学インターネット出願サイトをご覧ください

書類
取り寄せ不要

入力ミス
がなくなる

24時間
支払いOK

の

講義終了!

C

heck Point

8

午後も

がんば
ってい

こ〜！

18:00
18:10

（鳥取）

（米子）

「就職活動って何をすればいいの？」と悩
んだらキャリアセンターへ。エントリー
シートの書き方や面接練習などを相談員さ
んが丁寧に個別指導してくれるんです（予
約制）。就活本、関連DVDも借りられます。

就活ならキャリアセンター

A

fte
r School

鳥取大学の
がすごい！ココココ

他にもあります！

インターンシップも

ここに相談！

仲間と過ごす時間は

サイコーです！

学習意欲の湧く

面白い取り組みが

いっぱい！

落合  勇 太
お ち あ い  ゆ う た

さん

工学部
機械物理系学科 3年

河北  直 樹
か わ き た  な お き

さん

持続性社会創生科学研究科
工学専攻 2年

岩城  宏 明
い わ き  ひ ろ あ き

都倉  幸 太朗
とくら  こう た ろう

工学部 社会システム土木系学科 3年

藍谷  夏 子
あ い た に  な つ こ

さん

医学部 保健学科 3年

C

heck Point

7
F1顔負け!?「学生フォーミュラ」

「学生フォーミュラ」とは、車やものづくりが好きな有志が集まって小型
レーシングカーを一から開発・製作し、ものづくりの厳しさ、面白さを実
感する活動です。今年も全日本学生フォーミュラ大会に出場しました！

試験走行に向けてパーツ組み立て中！

平日は23時まで開館している附属図書館が便利！

大勢の前でのプレゼンは緊張の連続！

放課後はサークル活動でイキイキ！
体育系・文化系ともにたくさんのサークルがあります。日本海に面した
鳥取ならでは、サーフィン部やライフセービングクラブなども。学年・
学部を越えた交流はキャンパスライフを何倍にも充実させてくれます。

ギターアンサンブル部 サーフィン部

2階の閲覧室は読書したり静かに自習できる空間。1階の
ラーニングコモンズは談笑＆軽食OK。プレゼン練習でき
るグループ学習室もあり、中央図書館は学生人気No.1！

つい足が向く多機能な図書館
医学に特化した蔵書がズラリ。自主的な学習の動機付けになる
医学まんがや入門書も。見て・触れて・確かめながら学習でき
る「人体・臓器模型」の展示は、全国でも珍しい取り組みです。

キャンパス内は緑豊か。季節ごとに桜やアジサイなどの
花も咲きます。また、近くにはあの有名な「鳥取砂丘」が。
年1回、大学で除草ボランティアを行っているんですよ。

医学部には、定期試験前になると混雑する図書館や自習室
とは別に、国家試験を控えた学生たち専用の自習室が各
学科にあります。集中できる空間がありがたい！

医学の専門図書がどっさり！

自然いっぱいのキャンパス集中できる国家試験対策自習室

キャンパス
米子

医学図書館 中央図書館

上村  公 志
う え む ら  こうじ

さん
農学部
生物資源環境学科 4年

沼田  美 咲
ぬ ま た  み さ き

さん

地域学部 地域学科
人間形成コース 1年

キャンパス
鳥取

「土木」と「社会経営」に分かれ、地域が抱
える問題について少人数グループで現地
取材やデータ収集・分析を行い、課題解決
のための方策を考え提案する授業です。
地域の方とコミュニケーションをとる、グ
ループ内で役割分担をする、制限時間内
にまとめ成果発表を行うなど、社会人に
なってから役に立つ経験ができます。

土木・社会経営プロジェクト

講義紹介

工学部

入試情報

ジム施設も充実！

体育館 武道場

プール サッカー・ラグビー場

になります！
平成31年度入試より

来
年
の
春
�

会
い
ま
し
�
う
！

鳥取大学のインターネット出願なら

受験生の皆さん、鳥大生の一日はいかがでしたか？
有意義な学生生活が送れる鳥取大学へ、ぜひおいでください。待ってまーす!!

インターネット出願インターネット出願
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野波  和 好 准教授

の な み  か ず よ し

農学部附属フィールドサイエンスセンター

鳥取大学大学院農学研究科 修了
三菱農機株式会社（現三菱マヒンドラ
農機株式会社）入社
鳥取大学大学院連合農学研究科 修了 博士（農学）
三菱農機株式会社作業機械事業部
グループ主査（開発研究担当部長）
現職

1987年
1987年

1994年
2013年

2013年
農業機械学
音楽／旅行

専門
趣味

略歴

産
官
学
の
連
携
で
、

特
産
芝
の
収
穫
機
を
開
発

　

芝
の
生
産
に
お
い
て
鳥
取
県
は
茨
城
県
に

次
い
で
全
国
第
２
位
の
生
産
量
を
誇
る
特
産

品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
主
産
地
は
中

部
に
位
置
す
る
琴
浦
町
や
西
部
の
大
山
町
な

ど
で
、
も
と
も
と
は
水
田
だ
っ
た
と
こ
ろ
を

転
作
作
物
と
し
て
芝
の
圃
場
に
切
り
替
え
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
「
稲
を
植
え
て
も
収
益
が
上
が
ら
な
い
」「
水

田
と
し
て
利
用
す
る
に
は
農
地
環
境
が
悪
い
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
芝
の
圃
場
は
増
え
て
い
き
ま
し

た
が
、
そ
の
栽
培
と
収
穫
作
業
に
は
人
員
の
手

作
業
に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
栽
培
農
家
さ
ん
や

作
業
従
事
者
の
み
な
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
琴
浦
町
で
は
産
地
の
維

持
・
生
産
拡
大
の
た
め
早
く
か
ら
作
業
の
省
力

化
に
つ
な
が
る「
芝
結
束
機
」の
開
発
な
ど
を

関
係
機
関
と
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
私
た
ち
の
研
究
室
で
も
独
自
に

小
型
の
芝
収
穫
機
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た

経
緯
が
あ
り
、
同
町
の
地
方
創
生
事
業（
平
成

28
年
度
）の
一
環
と
し
て
民
間
企
業
も
加
わ
り

産
官
学
連
携
の
収
穫
機
開
発
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
産
地
の
現
状
や
意
向
を
踏
ま
え
、

と
く
に
負
担
が
大
き
い
作
業
過
程
を
綿
密
に

調
べ
て
、
少
し
で
も
省
力
化
、
軽
労
化
に
つ
な

が
る
、
よ
り
使
い
や
す
い
機
械
の
提
供
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

作
業
過
程
の
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、

機
能
性
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
実
用
化

　

芝
の
収
穫
に
は
、
大
き
く
５
つ
の
作
業
過

程
が
あ
り
ま
す
。 

①
筋
切
り
、 

②
切
り
出
し
、

③
選
別
・
積
み
重
ね（
束
に
す
る
）、 

④
結
束
、

⑤
搬
出
で
す
。

　

圃
場
に
育
っ
た
芝
を
規
定
の
幅
に
切
れ
目

を
入
れ
る
の
が「
筋
切
り
」で
す
が
、
こ
れ
は

ト
ラ
ク
タ
ー
と
専
用
作
業
機
で
行
い
ま
す
。

そ
の
後
の「
切
り
出
し（
圃
場
か
ら
芝
を
規
定

の
長
さ
に
切
り
な
が
ら
、
地
面
か
ら
切
り
は

が
す
こ
と
）」も
小
型
の
専
用
機
で
行
っ
て
い

ま
す
が「
選
別
・
積
み
重
ね
」「
結
束
」「
搬
出
」

で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
手
作
業
で
す
。
切
り
取
っ

た
芝
を
拾
い
集
め
て
１
束
に
積
み
重
ね
、
そ
れ

を
結
束
し
た
り
運
搬
す
る
と
き
は
中
腰
で
の

作
業
が
多
い
の
で
す
が
、
１
束
の
芝
は
重
さ

12
〜
15
㎏
に
も
な
り
ま
す
の
で
本
当
に
重
労

働
に
な
り
ま
す
。
作
業
従
事
者
も
高
齢
化
し
て

お
り
、機
械
化
は
大
き
な
課
題
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
収
穫
作
業
を
１
台
の
機
械
で

で
き
な
い
か
と
考
案
し
た
最
初
の
試
作
機
が

で
き
た
の
は
３
年
前（
平
成
27
年
）で
し
た
。

　

い
ち
ば
ん
の
課
題
だ
っ
た
の
が
切
っ
た
芝
の

拾
い
上
げ
で
す
。
切
っ
た
芝
と
地
面
の
間
に
は

ほ
と
ん
ど
隙
間
が
無
く
、
こ
こ
に
差
し
込
み

な
が
ら
円
滑
に
持
ち
上
げ
る
機
構
が
必
要
な
の

で
す
が
、
過
去
の
開
発
で
は
こ
こ
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て

学
生
と
一
緒
に
試
行
錯
誤
を
行
い
、
新
し
い
機

構
を
考
案
し
ま
し
た（
写
真
1
）。
こ
の
機
構
が

で
き
あ
が
っ
た
こ
と
で
切
っ
た
芝
が
機
械
の

上
に
自
動
的
に
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

選
別
・
積
み
重
ね
と
結
束
の
作
業
を
立
っ
た

ま
ま
の
姿
勢
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

民
間
企
業
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

は
、
芝
を
自
動
的
に
結
束
す
る
芝
結
束
機
を
搭

載
し
た
2
号
機
を
製
作
し
ま
し
た（
写
真
2
）。

2
号
機
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
芝
生
産
組
合
の

方
に
価
格
や
機
能
な
ど
の
要
望
を
ま
と
め
て

い
た
だ
き
、
関
係
者
で
議
論
を
し
て
仕
様
を

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
の
圃
場
で
の

実
用
試
験
を
繰
り
返
し
、
改
良
を
重
ね
、
安
定

し
た
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
3
号
機
を
製
作
し
ま
し
た（
写
真
3
）。

結
束
後
に
一
度
地
面
に
降
ろ
し
て
、
搬
出
時
に

再
び
運
搬
車
へ
持
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
、
収
穫
機
の
後
方
に
運
搬
車
を

連
結
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
結
束

し
た
芝
を
そ
の
ま
ま
運
搬
車
へ
積
み
込
め
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
で
は
最
新
機
３
機
が

現
場
で
実
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地
報
告
会
の

と
き
に
芝
農
家
さ
ん
か
ら「
芝
を
始
め
て
か
ら

50
年
に
な
る
が
、
こ
ん
な
機
械
が
見
ら
れ
る

な
ん
て
」と
、
と
て
も
感
動
さ
れ
た
の
に
は

私
も
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
本
当
に
芝
づ
く

り
で
ご
苦
労
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

現
場
に
即
し
た

作
業
体
系
を
踏
ま
え
て
の

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
が
大
切

　
「
農
業
の
機
械
化
・
省
力
化
」が
言
わ
れ
て

久
し
い
の
で
す
が
、
稲
刈
り
の
コ
ン
バ
イ
ン

は
五
十
年
余
の
年
月
の
経
験
を
経
て
、
今
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
積
年
の

試
行
錯
誤
が
宿
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
て
コ
メ

や
大
豆
な
ど
基
幹
品
目
以
外
の
地
域
特
産
物

の
農
作
業
に
お
い
て
、
そ
れ
に
適
っ
た
機
器

の
進
歩
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

一
連
の
農
作
業
の
中
の
部
分
的
な
と
こ
ろ
を

抽
出
し
て「
機
械
化
」を
し
て
も
、そ
れ
が
ト
ー

タ
ル
な
作
業
過
程
を

見
通
す
と
逆
に
人
的

労
力
や
作
業
時
間
の

増
大
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
全
体
の
作

業
体
系
を
踏
ま
え
た

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り

が
と
て
も
重
要
に
な

り
ま
す
。
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
農
業
機
械
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
際

の
農
作
業
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
も
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
原
点
に
し
て
思
う
と

き
、
私
た
ち
は
農
家
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
現
場
の
作
業
を
よ
く
見
て
知
っ
た
上

で
、
機
械
化
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
が
、と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

芝
収
穫
機
は
今
後
、
さ
ら
に
改
良
を
重
ね

て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
鳥
取
県
に

は
芝
の
他
に
も
砂
丘
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
や
長
い
も

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
に
も
注
目
し
て
農
作
業
の
効
率
ア
ッ
プ
、

省
力
化
に
貢
献
で
き
る
研
究
・
開
発
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会

 

貢
献

地
域
産
品
の

農
作
業
に
目
を
向
け
、

機
械
化
に
よ
る

作
業
能
率
ア
ッ
プ
を
支
援

コ
メ
の
過
剰
生
産
に
と
も
な
い
、
各
地
で
は
付
加
価
値
を
求
め
て
野
菜
や
果
樹
な
ど
特
産
品
と
な
る
地
域
作
物
の

栽
培
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
産
品
は
産
地
に
よ
っ
て
栽
培
の
方
式
や
環
境
が
異
な
り

機
械
化
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
農
作
業
を
手
作
業
に
頼
る
こ
と
が
多
く
労
働
負
担
が
大
き
い
の
が
実
情
で
す
。

私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
地
域
作
物
の
機
械
化
に
目
を
向
け
、
こ
の
ほ
ど「
芝
収
穫
機
」を
開
発
し
ま
し
た
。

写真1　収穫機1号機の拾い上げ機構

写真3　収穫機3号機の実用試験

写真2　収穫機2号機の公開
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法医
学を学ぶ院生に聞く！

法
医
学
者
を
志
し
鳥
大
医
学
部
に
入
学

A
i
研
究
の
第
一
人
者
へ

　
日
本
国
内
の
法
医
解
剖
医
は
約
1
5
0
人
で
、

鳥
取
県
を
含
む
県
内
の
地
方
自
治
体
に
は
1
人

し
か
法
医
解
剖
医
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

鳥
取
県
警
が
扱
っ
た
異
状
遺
体
は
昨
年
1
年
間

で
8
7
6
体
。
こ
の
う
ち
解
剖
さ
れ
た
の
は
71
体

と
そ
の
1
割
未
満
に
と
ど
ま
り
、
多
く
は
解
剖

さ
れ
ず
に
、
遺
体
の
外
側
だ
け
で
判
断
す
る
外

表
検
査
し
か
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
の
父
親
は
鳥
大
医
学
部
の
解
剖
学
者
で
、

「
病
気
を
治
す
だ
け
が
医
者
の
仕
事
で
は
な
い
」

と
聞
か
さ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
私
も
〝
患
者
を

診
な
い
医
師
〞
で
あ
る
法
医
学
者
を
志
し
、

鳥
大
医
学
部
に
入
学
。
麻
酔
科
で
臨
床
研
修

し
た
後
、
大
阪
大
学
大
学
院
の
法
医
学
教
室
に

入
り
ま
し
た
が
、
手
術
を
受
け
る
患
者
さ
ん
は

必
ず
何
ら
か
の
画
像
診
断
を
受
け
る
の
に
、

法
医
学
で
は
そ
れ
が
な
く
、
い
き
な
り
解
剖

す
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
、「
法
医
学
に
も

画
像
診
断
が
必
要
」だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
京
都
大
学
に
移
っ
て
か
ら
、
遺
体
を
解
剖
前

に
X
線
撮
影
す
る
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
、

ス
イ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
し
て
本
格
的

な
法
医
画
像
診
断
を
学
び
、
A
i
研
究
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

学
生
た
ち
に
法
医
学
の
意
義
を
伝
え
る

研
究
者
に
な
る
学
生
を
育
て
た
い

　
3
年
前
に
鳥
大
医
学
部
に
戻
り
、現
在
は
中

留
准
教
授
と
共
に
院
生
3
人
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
院
生
た
ち
は
、救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
の
医

師
と
し
て
勤
め
な
が
ら
法
医
学
者
を
志
し
た
り
、

歯
科
医
師
と
し
て
勤
め
な
が
ら
A
i
に
よ
る
個

人
識
別
を
研
究
し
た
り
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
っ
て
研
鑚
を
積
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
春
に

は
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
、

法
医
解
剖
学
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、日

本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
勧
め
て
い
ま
す
。

　
解
剖
し
て
死
因
究
明
す
る
こ
と
で
、防
げ
る
死

の
予
防
に
つ
な
げ
た
り
、遺
族
が
気
持
ち
を
整
理

で
き
た
り
と
、法
医
学
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
医
学
部
に
は
法
医
学
や
ほ
か
の

基
礎
研
究
も
あ
る
と
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、将
来
、

研
究
者
に
な
る
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　アンナチュラル・デス（異状死）―。不慮の事件・事故で身近な
人を亡くしたり、理由が分からずに命が失われたりした時、その死因
を明らかにすることは、事件の真相究明や残された人たちが気持ち
を整理するためにとても重要なことだ。鳥取県内唯一の法医解剖医
である飯野守男教授率いる法医学分野は、コンピューター断層撮影
（CT）を活用した「死亡時画像診断（Ai）」による死因解明と、中留
真人准教授が研究するDNAによる法医遺伝学的な個人識別法の
開発を2本柱に、法医解剖を通して死の真実を浮き彫りにし、明日
へと生かすために走り続けている。
　法医学は警察との関わりが深く、講義で警察官の話を聞いたり、
科学捜査研究所に見学に行ったりすることも。法医解剖室の大掃除
は、ボランティアの警察官と一緒に汗を流している。研究室内の
雰囲気も明るい。学生の論文が学会誌に受理された時には、パー
ティーを開いてみんなでお祝い。また、感染制御学講座と社会医学
講座が合同で研究報告会を行い、多分野との連携も図っている。
　「死因を解明することで、生きている人たちの命を守りたい」。
大きな使命感と責任感を胸に、今日も研究に邁進する。

話 題  の
研 究  室

目の前の死と向き合い、真実を解明して明日へと生かす

法医学分野
医学部医学科社会医学講座

飯 野  守 男 教授担当教員

祖国の未来のために！ ブータン王国初の法医解剖医を目指す
　今年4月から法医学分野で学んでいるブータン
王国からの留学生です。ブータン王国は「幸せの
国」として知られていますが、経済発展とともに
犯罪数も増加しています。現在、国内に法医学者
は1人しかおらず、さらに文化的な理由から全く
解剖が行われていません。私は総合診療医として
国立病院に勤めていましたが、医師として社会に
貢献したいと法医学者を志すことを決めました。

　ずっと日本に来ることが夢だったので、
共通の知人を通じて飯野教授に連絡し、
ブータン政府の国費留学生として鳥取に
やってきました。今は日本語の習得に励んで
います。これから4年間で、法医解剖の技術や
Aiによる死因究明、法制度などを学ぶ予定です。
一人前の法医学者になってブータン王国の法医
学を担っていきたいです。

法律上問題となる医学的事項に対して、医学の知
識を応用し、その解決に役立てる医学の一分野。
基礎法医学と応用法医学に分けられ、応用法医
学の司法上の応用として、生体・死体の検査、
痕跡検査、現場検査などがある。鳥大医学部は
県内唯一の法医鑑定機関で、事件・事故で亡く
なった遺体を解剖して死因を解明している。

Dawa Zangpoさん
ダ ワ ・ ザ ン ポ

大学院医学系研究科
医学専攻 社会環境情報医学 1年

死亡時画像診断
（Ai）を導入しました！

　遺体のCT画像などを調べて死因究明
を行うAiを今年4月、鳥取県で初めて導入
した。解剖と併用することで詳細な死因
究明につながるほか、解剖しなくても
死因が特定できるケースもあり、大規模
災害時の身元確認にも有効という。
　Ai導入後、CT撮影のみも含めて法医
解剖室に持ち込まれる遺体の数は昨年
の2倍ペースで増えているといい、飯野
教授は「Ai導入により、法医学者の目に
触れる事例を相当に増やすことができ、
犯罪死の見逃し防止にもつながる」と
話す。地域の産業振興や学生の教育
など、多方面にも活用していく方針だ。

飯野  守 男 教授

い い の  も り お

医学部医学科社会医学講座

法医学とは

病
気
を
治
す
だ
け
が
医
者
じ
ゃ
な
い
！

研
究
で
人
の
命
を
救
う

鳥取県初

大規模災害時にはこの
ような所見が身元確認
につながる。

ペースメーカー
（3D-CT）
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橋梁模型が
できるまで
～強く、美しく、早く組み立てる～

TOTTORI UNIVERSITY TEAM BRICOM

完成！
ついに

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験

　
全
国
の
大
学
・
高
専
の
学
生
が
橋
梁
の
設
計
、

製
作
、架
設
を
行
い
、強
度
や
組
み
立
て
の
速
さ
、

美
し
さ
な
ど
を
競
うJapan Steel Bridge 

Conm
petition

（
通
称
ブ
リ
コ
ン
）。
2
0
1
0
年

か
ら
始
ま
っ
た
ブ
リ
コ
ン
で
最
多
の
優
勝
回
数

を
誇
る
の
が
、
鳥
取
大
学
の
学
生
チ
ー
ム
だ
。

常
連
優
勝
校
の
座
に
あ
ぐ
ら
を
か
か
ず
、
勝
つ

こ
と
・
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
に
、
貪
欲

に
挑
戦
し
続
け
る
。

　
ブ
リ
コ
ン
は
、
長
さ
約
4
メ
ー
ト
ル
の
橋
の
模

型
製
作
を
通
し
て
、も
の
づ
く
り
の
真
の
楽
し
さ

を
経
験
し
、
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
と
と
も

に
、
人
脈
形
成
、
問
題
解
決
の
技
量
を
養
う
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
毎
年
、
全
国
か
ら
約
20
チ
ー
ム

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
京
都
大
学
や
九
州
大

学
、
大
阪
市
立
大
学
な
ど
も
名
を
連
ね
る
中
、

鳥
大
は
工
学
部
構
造
工
学
研
究
室（
谷
口
朋
代

教
授
）の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
12
年
の
第

3
回
大
会
か
ら
参
加
。
初
出
場
で
総
合
準
優

勝
と
い
う
成
績
を
収
め
、
14
年
に
初
の
総
合
優

勝
に
輝
く
と
、
15
年
も
総
合
優
勝
し
て
ブ
リ
コ

ン
史
上
初
の
2
連
覇
を
達
成
。
翌
年
は
あ
と
少

し
の
と
こ
ろ
で
落
橋
し
て
し
ま
っ
た
が
、
17
年
に

は
3
度
目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

ブ
リ
コ
ン
初
の
3
連
覇
に
向
け
て

　
2
連
覇
し
た
時
は
ア
ー
チ
形
式
で
出
場
。
13
年

と
16
年
は
、三
角
形
を
組
み
合
わ
せ
た
ト
ラ
ス

形
式
で
挑
み
、
落
橋
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

「
ア
ー
チ
形
式
で
優
勝
し
て
も
進
歩
は
な
い
」と
、

17
年
は
敢
え
て
ト
ラ
ス
形
式
で
の
出
場
を
決
め
、

「
軽
く
・
速
く
・
強
く
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
そ
の
年
の
大
会
の
荷
重
条
件

に
合
わ
せ
て
、
2
つ
目
の
橋
台
を
中
心
に
や
じ

ろ
べ
え
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る「
ヤ
ジ
ロ
橋
」

を
製
作
。
見
事
、
頂
点
に
返
り
咲
い
た
。

　
現
在
の
チ
ー
ム
は
、
大
学
院
生
2
人
、
4
年

生
3
人
、
3
年
生
3
人
の
計
8
人
。
ル
ー
ル
上
、

教
授
に
質
問
や
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
、

ル
ー
ル
が
出
て
か
ら
大
会
ま
で
の
約
4
カ
月
間

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
に
出
席
し
な
が
ら
、
学

生
た
ち
だ
け
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
か
ら
設
計
、

パ
ー
ツ
の
作
成
ま
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
合
田
剛
さ
ん（
4
年
）は「
作
業
分

担
や
人
の
割
り
振
り
を
よ
く
考
え
、効
率
よ
く
作

業
が
終
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
本
物
の
橋
づ
く
り
の
現
場

に
出
向
き
、
作
業
を
見
学
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
た
り
と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
。

自
分
た
ち
の
活
動
を
広
報
し
て
資
金
を
募
り
、

現
在
、
県
内
10
社
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
獲
得

し
て
い
る
。
合
田
さ
ん
は「
目
標
は
ブ
リ
コ
ン
初

の
3
連
覇
。
授
業
で
得
た
知
識
を
応
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
土
木
へ
の
関
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

知
識
や
技
術
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
方
法
な
ど

を
後
輩
に
つ
な
い
で
、
鳥
大
ブ
リ
コ
ン
チ
ー
ム
と

し
て
成
長
し
続
け
た
い
」と
先
を
見
据
え
て
い
る
。

日本一の技術と強さ、鳥大ブリコンチーム！

■キャプテン：合田 剛  ■副キャプテン：西本 周平  ■マネージャー：宮内 芳維 
■架設リーダー：信藤 拓海 ■メンバー：阿波根 慧、堀田 萌花、春本 真那、蓬莱 孝彦
■キャプテン：合田 剛  ■副キャプテン：西本 周平  ■マネージャー：宮内 芳維 
■架設リーダー：信藤 拓海 ■メンバー：阿波根 慧、堀田 萌花、春本 真那、蓬莱 孝彦

C H E C K  T H I S  O U T !

鳥 大 生 の 活 躍 を 紹 介 し ま す

世界の壁の高さを実感！ 目指すはアジアＮｏ.1
鳥大は今年、初参加で15チーム中7位に終わった。出場メンバーは「鳥
大が4分かかる架設を、タイのチームは1分40秒で終えた」と世界のレ
ベルの高さを思い知ったといい、来年に向けて意欲を燃やしている。http://www.cv.tottori-u.ac.jp/

str/bricom/index.html

鳥大ブリコンチーム
WEBサイト

Asia Steel Bridge Competition 2018に参加しました！

設計やスケジュール管理などにつ
いて話し合う。週1回はミーティン
グを行い、情報共有する。

ミーティング1

大会ルールに即して橋梁を設計し
ていく。全体の形を定めて、部材
寸法などの詳細も決めていく。

設計2

設計を図面に起こす作業。CAD
と手書きの両方を用いて、実際に
組み立てられるかなどを確認。

製図作業3

大学内の工場で学生自らが鋼材
の切断や溶接などを行い、製図に
基づいてパーツを製作していく。

パーツ製作4

パーツが完成したら、少人数で安
全に速く架設できることを目標に、
大会に向けて組み立ての練習。

組み立て5ここまでの作業を 

何度も繰り返し…
当日まで練習を重ねます

たくさんの意見が
飛び交います！

こんな流れで製作しています！
汗と努力の

結晶です！

※写真の橋梁は、2017年ブリコン出場時のものです。

2012年
●日本大会：準優勝

2013年
●日本大会：落橋
　● 美観部門1位
　● プレゼンテーション部門1位
　● 審査員特別賞受賞

2014年
●日本大会：初優勝
　● 構造部門1位
　● 架設部門2位

2015年
●日本大会：優勝
　● 構造部門1位
　● 架設部門2位

2016年
●日本大会：落橋
　● プレゼンテーション部門1位

2017年
●日本大会：優勝
　● 構造部門1位
　● 架設部門2位
　● プレゼンテーション部門2位

2018年
●アジア大会：初出場
　● 美観部門２位
　● プレゼンテーション部門４位
●日本大会：落橋　

鳥取大学ブリコンチーム
ヒストリー

史上初の2連覇！

※
本
記
事
は
、
今
年
の
9
月
に
開
催
さ
れ
た
国
内
大
会
の
前
に

行
っ
た
取
材
を
元
に
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
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私
は
平
成
30
年
4
月
に
鳥
取
大
学
に
参

り
ま
し
た
。
鳥
取
歴
は
前
職
か
ら
数
え
て

3
年
半
ほ
ど
で
す
。
出
身
の
岡
山
県
と
は

異
な
る
風
土
を
、
季
節
ご
と
に
家
族
で
楽
し

み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
鳥
取
暮
ら

し
で
特
に
気
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
鳥
取

駅
近
く
に
湧
く
温
泉
を
日
常
的
に
気
軽
に

楽
し
め
る
こ
と
で
す
。
考
え
事
を
整
理
し

た
い
と
き
に
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

私
の
所
属
す
る
地
域
価
値
創
造
研
究
教

育
機
構
は
、
平
成
29
年
10
月
に
新
設
さ
れ

ま
し
た
。鳥
取
大
学
は「
知
と
実
践
の
融
合
」

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
が
、
従
来
に

増
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
と
な
る
た

め
の
中
核
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
域
連
携
P
B
L
推
進
室
で
は
、

地
域
課
題
に
対
し
て
学
生
グ
ル
ー
プ
が
主

体
的
に
行
う
課
題
解
決
学
習（problem

 / 
project based learning, PBL

）な
ど
、

地
域
課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力
を
備
え

た
人
材
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
に
対
し
て
適
切
に
焦
点
を
絞
る

こ
と
、
人
や
地
域
資
源
を
活
か
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
に
直

面
す
る
こ
と
や
色
々
な
人
と
接
す
る
中
で
、

変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
臨
機
応

変
に
前
に
進
む
能
力
が
大
事
で
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
小
さ
な
こ
と
か
ら

実
践
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
し
、一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
む
中
で
私
自
身
も
成
長
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
正
門
か
ら
す
ぐ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ（
C
D
L
）

に
在
室
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
の
で
、
見
か

け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
4
月
1
日
、
鳥
取
大
学
乾
燥
地

研
究
セ
ン
タ
ー
に
講
師
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
。私
は
鳥
取
大
学
農
学
部
に
計
9
年
間
、

学
部
か
ら
博
士
を
取
得
す
る
ま
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の

I
P
K
と
い
う
研
究
所
で
5
年
間
、
博
士
研

究
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
在
学

中
に
イ
ン
ド
、
中
国
、
ス
ー
ダ
ン
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
韓
国
の
人
達
と
共
に
同
じ
研
究
室
で

過
ご
し
た
経
験
は
、
I
P
K
で
の
私
の
成
功

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。

　

私
の
専
門
分
野
は
植
物
細
胞
遺
伝
学
で

す
。
顕
微
鏡
を
使
い
、
染
色
体
と
い
う
生
物

の
遺
伝
子
の
入
っ
た
構
造
体
を
調
べ
る
研

究
で
す
。
私
は
、
植
物
を
人
為
的
に
交
配
し

た
雑
種
細
胞
で
起
こ
る
染
色
体
脱
落
現
象

（
受
精
卵
が
成
長
す
る
過
程
で
、
特
定
の
染

色
体
が
な
く
な
る
現
象
）を
研
究
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
パ
ン
コ
ム
ギ
を
母
親
に
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
父
親
に
す
る
と
、
全
く

異
な
る
種
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
雑
種

の
子
供
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
染
色
体
は
子
供
の
成
長
過
程
で

完
全
に
消
え
ま
す
。
染
色
体
脱
落
現
象
を

自
在
に
制
御
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

農
業
に
有
用
な
植
物
の
作
出
が
可
能
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
学
部
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
農
業
に

熱
い
情
熱
を
持
っ
た
人
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
情
熱
な
く
し
て
、
何
か
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
失
敗
を
恐
れ
ず
、
前
向
き
に
挑
戦
し
、

解
決
策
を
見
つ
け
る
術
を
学
ん
で
欲
し
い

で
す
。
私
も
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
に
役
立
つ
、

細
胞
遺
伝
学
の
新
た
な
領
域
を
、
こ
れ
か

ら
出
会
う
で
あ
ろ
う
あ
な
た
達
と
一
緒
に
、

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

乾燥地研究センター 農業生産部門

石井  孝 佳 講師

い し い  た か よ し

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

戦
略
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
実
践
す
る

あ
ら
た
な
農
学
の
可
能
性
を
目
指
し
て -

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ-

鳥取大学大学院農学研究科修士課程修了
同大学院連合農学研究科乾燥地科学専攻修了 博士（農学）
同大学乾燥地研究センター 博士研究員
Leibniz Institute of Plant Genetics and Crop 
Plant Research（IPK）（ドイツ） 博士研究員
現職

2010年
2013年
2013年
2013年

2018年

釣り／散歩趣味
植物細胞遺伝学／育種学専門

略歴

地域価値創造研究教育機構 地域連携PBL推進室 室長

成清  仁 士 准教授

な り き よ  ひ と し

広島大学工学部第四類（建設系）建築学課程卒業
同大学院工学研究科博士課程前期修了
同大学院工学研究科博士課程後期単位取得後退学 博士（工学）
安田女子大学家政学部生活デザイン学科 助手
鳥取市中心市街地活性化協議会 タウンマネージャー
現職

2003年
2005年
2010年
2010年
2015年
2018年

まち歩き／温泉／図書館趣味
建築史・意匠学／都市史／まちづくり専門

略歴

エクササイズ／ダンス／ヨガ趣味

学びを支える
S u p p o r t  f o r  L e a r n i n g

学びを支える
S u p p o r t  f o r  L e a r n i n g

鳥取大学着任日：2018年4月

鳥取大学着任日：2018年4月1日

教育支援・国際交流推進機構 国際交流センター

豊
富
な
プ
ラ
ン
で
留
学
を
サ
ポ
ー
ト

　

本
学
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
海
外
留
学
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

「
鳥
取
大
学Global Gatew

ay Program

」（
以
下
、

Ｇ
Ｇ
Ｐ
）で
す
。「
海
外
実
践
」「
語
学
・
多
文
化

共
生
力
」「
語
学
」と
大
き
く
３
つ
の
内
容
に

分
か
れ
て
お
り
、
語
学
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

渡
航
し
た
国
の
歴
史
文
化
に
触
れ
多
文
化
共
生

へ
の
理
解
を
深
め
た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て

実
践
的
な
学
び
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
目
的
に

応
じ
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
施

期
間
は
主
に
春
・
夏
休
み
中
、渡
航
先
は
メ
キ
シ

コ
、ウ
ガ
ン
ダ
、マ
レ
ー
シ
ア
、台
湾
、ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

語
学
力
＋
実
践
力
で
み
る
み
る
成
長

　

Ｇ
Ｇ
Ｐ
が
目
指
す
の
は
、
語
学
力
向
上
だ
け

で
は
な
く
、
自
分
と
は
異
な
る
国
・
文
化
を
持

つ
人
た
ち
と
一
緒
に
課
題
解
決
に
当
た
る
こ
と

が
で
き
る〝
グ
ロ
ー
バ
ル
な
実
践
力
〞を
伸
ば
す

こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
世
界
各
国
の
文
化
を

理
解
す
る
、
地
球
規
模
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

自
分
の
意
見
を
持
つ
、
そ
し
て
そ
れ
を
発
信

す
る
と
い
っ
た
ス
キ
ル
が
必
要
で
す
。
で
す
か
ら

Ｇ
Ｇ
Ｐ
に
は
、
そ
う
し
た
経
験
が
積
め
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ラ
ヤ
大
学
英
語
研
修

で
は
、鳥
大
生
た
ち
が
日
本
の「
茶
の
湯
文
化
」や

鳥
取
地
域
で
伝
統
的
な
ダ
ン
ス「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

傘
踊
り
」に
つ
い
て
現
地
学
生
に
説
明
し
、一
緒

に
体
験
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
積
極
的
に
発
信
・
交
流
を
図
る

こ
と
に
よ
り
実
践
力
を
養
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

初
め
て
だ
と
気
後
れ
し
が
ち
な
海
外
留
学
で

す
が
、
一
度
経
験
す
る
と「
も
っ
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
い
」と
リ
ピ
ー
ト
す
る
学
生
が
数

多
く
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ぜ
ひ
１
年
生
の
う
ち

か
ら
挑
戦
し
、〝
進
化
す
る
自
分
〞
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

グローバル教育専門

教育支援・国際交流推進機構
国際交流センター

パラダ ハコ ロクサナ ジャニラ 特命准教授
Parada Jaco Roxana Yanira

エル・サルヴァドル国立農牧林業技術センター
鳥取大学大学院連合農学研究科博士課程修了
同研究科 GCOEプロジェクト研究員
日本学術振興会 外国人特別研究員
（島根大学生物資源科学部）
鳥取大学産学・地域連携推進機構 プロジェクト研究員
現職

1994年
2008年
2008年
2013年

2015年
2017年

略歴

独自の海外留学プログラムを構築し、
世界で活躍できる「グローバル人材」
の育成に力を注いでいます。

　私の就活は、3年の夏のインターンシップ
から始めました。約1カ月間経験し、社会
を知る、自分自身を知る良い機会でした。キャリアセンターもでき
るだけ活用し、色々な視点からのアドバイスに気づかされることが
多かったです。私は、以下の2つの対策を早めに実行しました。
　1つ目は「自己分析」をすることです。そうする事によってさまざま
な企業のエントリーシートの質問をスムーズに応えることができます。
また、自己分析をする事で次の面接に対する答えにも繋がります。
　2つ目は「業界・企業研究」です。早めに企業を知り、志望の企業
を絞る事で3月になってから無駄に多くの合同説明会に行くことを
防げます。興味のある企業が来ているならば行くべきだと思います
が、数多く行き、就職活動をしている雰囲気だけ味わうのは時間の
無駄です。また同業他社の雰囲気を知るために行くなら、鳥取大学
の合同企業説明会だけでも十分に感じ取れます。
　就職活動は辛い事ではありません。今まで頑張ってきた自分を
アピールできる場です。今までの自分を振り返り、どんどん自分を
アピールし、自分らしさを出して頑張ってください。

や ま も と  し ょ う た

山本 将太さん
工学部社会システム土木系学科
2019年3月卒業予定

就 活 日 記

内定先：株式会社長大
あります

　今夏の猛暑は観測記録を各地で更新するなど、命に関わる暑
さに苦しみました。しかし私たちが「暑い」と感じている以上にもっ
とその暑さに苦しんでいる学生たちがいることをご存知でしょうか。
それは発達障害をもつ学生たちです。発達障害の方には非常に
高い確率で「感覚の過敏性」を抱えており、他の方たちと異なる
感覚の感じ方をすることがあります。例えば、聴覚過敏で特定の
音が苦手、触覚過敏で特定の肌触りの服は絶対に着ることがで
きない、などの症状がみられることがあります。その中の症状のひ
とつに「暑さが苦手」な方が多くいます。私たちが「暑い」と思って
いる基準では考えられないくらいの暑さを感じて苦しんでいます。
わがままと誤解されてしまうこともよくありますが、そうではありませ
ん。感覚過敏は外見では分からないため、周囲にとても理解さ
れにくい症状です。大学はさまざまな個性をもつ学生が集まって
いる場です。まずはそのことを理解することがどの学生にとっても
過ごしやすい大学づくりの第一歩につながると考えています。

い の う え  な ほ

井上  菜 穂 准教授

教育支援・国際交流推進機構
学生支援センター 学生相談部門
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大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

　7月30日に、平成30年度鳥取大学正光奨学金の授与式が開
催されました。正光奨学金は、平成20年9月に株式会社正光
様からのご寄附を原資として創設した奨学金で、経済的支援
を必要とする学業優秀な学生への支援を目的としています。
　この日の授与式では、3月に逝去された本奨学金の創設者、
丸尾正様（株式会社正光  元会長・創業者）に黙祷を捧げた後、
各学部の15名の給付学生のうち、鳥取地区の9名に豐島学長
から給付決定通知書を交付しました。続いて、来賓の株式
会社正光 代表取締役社長 丸尾将満様から学生へ激励のお言
葉をいただきました。学生を代表して、工学部化学バイオ
系学科の端本智也さんが、感謝の言葉と研究・勉学に励み
目標に向けて頑張りたいとの抱負を述べました。

平成30年度
鳥取大学正光奨学金授与式を開催

2018.7.30

　今年度で30回目となるJICA課題別研修「乾燥地における
持続的農業のための土地・水資源の適正管理（A）」がスタート
しました。本研修では約3カ月間、鳥取大学及び鳥取県内外
の各機関でさまざまな技術研修を実施します。
　今年度は、アフガニスタン、イラク、ヨルダン、ケニア、パレ
スチナ、スーダンの6カ国から7名の研修員を迎え、本学広報セ
ンターにて開講式を行いました。豐島学長から、「本研修では、
研修員の皆さんが土地資源・水資源の適正管理に必要な知識や
技能を身につけ、母国で普及させるために、実際に目で見て
多くのことを学んでください」と激励の言葉がありました。
　なお、今年度は英語で実施する本研修のほか、11月にロ
シア語コースも開講する予定です。

　8月14日、第54回鳥取しゃんしゃん祭一斉傘踊りに「鳥取
大学International踊り子隊」として、38名（留学生22名、日本
人学生12名、教職員4名）の連を作り参加しました。
　今年はG-frenz（国際交流活動のための学生チーム）に加え、
トビタテ! 留学JAPANで海外に留学した学生や、これから
マレーシア英語研修に参加する学生など、多くの日本人学生と
留学生が協力し助け合いながら、6月から週2回（全16回）の
練習を重ねて臨みました。当日は、気温38度の猛暑の中で
行われましたが、沿道からの温かい声援を受けながら2時間、
華麗な傘踊りを披露しました。留学生、日本人学生ともに、
鳥取の伝統活動を体験する貴重な機会であり、この経験が
今後世界へ発信されていくことを期待しています。

　8月17日から25日の間、本学医学部と部局間協定を締結
している太平洋国立医科大学（ウラジオストク）から、医師を
目指す学生4名が来学し、さまざまな交流を行いました。
　9日間の滞在中、手術室の最先端設備、手術用ロボット「ダ
ヴィンチ」並びにドクターヘリ、ドクターカーなど、本院が
保有する施設や設備を見学したほか、シミュレーションセン
ターでの実習、希望する診療科での臨床や研究見学などを
通じて、本学部の医師や学生と太平洋国立医科大学の学生
との交流を深めました。
　このたびの訪問により、日本とロシアの医療制度や文化
について理解を深め、グローバル社会に求められる人材の
育成に繋がることが期待されます。

　今年は、1943年（昭和18年）9月10日に発生した鳥取地震
から75年になります。これを期に本学工学部附属地域安全
工学センターでは、震災を風化させず、防災について考える
機会として、9月4日から28日にかけて鳥取地震75年パネル展
「中国地域北部の地震活動と近年の被害地震」を企画し、開
催しました。
　会場の広報センターには、本学で実施した1943年鳥取地震
に関する調査研究結果をはじめ、鳥取県内の地震活動、
2000年鳥取県西部地震、2016年鳥取県中部の地震など近年
の被害地震についてのパネルのほか、被害の記録写真や
被災地で見つかった当時のカメラなどを展示し、期間中は
県内外から多くの方にご来場いただきました。

2018年度 JICA課題別研修がスタート

2018.7.30

鳥取大学留学生が
「鳥取しゃんしゃん祭一斉傘踊り」に参加

2018.8.14

ロシア・太平洋国立医科大学の学生が
本学医学部を訪問

2018.8.17～25

　岐阜大学・鳥取大学では、大学院共同獣医学研究科共同獣
医学専攻の設置について、大学設置・学校法人審議会の審議
を経て、8月28日付で設置することが認められました。今後は、
来年4月の開設に向けて引き続き準備を進めてまいります。
　9月14日には本学において記者会見を開催し、豐島学長の
挨拶の後、太田共同獣医学科長が設置の概要を説明しました。
同研究科では、生態系の健全性を含む動物や人の健康に関
する幅広い分野の先端的研究を推進し、獣医学の高度化に
貢献できる獣医学教育者および研究者を養成するとともに、
高度な知識と技術、専門性と倫理観を有し、国際社会または
地域社会における指導的役割を果たす獣医学専門家を育成
します。

岐阜大学・鳥取大学
大学院共同獣医学研究科の設置について

2018.9.14

　8月5日、本学大学院医学系研究科の久郷研究室にて、中学生
および高校生を対象とした「染色体とは何か」を学ぶ講座「細胞か
ら染色体までのミクロの世界を覗いてみよう!」を開催しました。
　本講座は、独立行政法人日本学術振興会が支援する「ひらめ
き☆ときめきサイエンス」事業によるもので、大学や研究機関
で行われている最先端の研究成果を直に見る、聞く、触れるこ
とで、科学の面白さや重要性を感じてもらうことを目的として
開催しました。
　当日は、県内外から中学生および高校生18人が参加。参加者は、
細胞の核から染色体を抽出し顕微鏡で観察を行ったほか、染色
体標本の作製など手元の細かな作業に集中して取り組むなど、
科学に対する面白さを感じてもらえた機会となりました。

「細胞から染色体までの
 ミクロの世界を覗いてみよう！」を開催

2018.8.5

企画展「鳥取地震75年パネル展」を開催

2018.9.4～28
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今
回
の
特
集
で
は
主
に
受
験
生
の

読
者
を
対
象
と
し
て
、
鳥
取
大
学
に
在

学
す
る
学
生
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
彼
ら
の
目
線
で
大
学
生
活
の

1
日
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
豊
か

な
自
然
、
四
季
折
々
の
風
景
、
学
生
た

ち
の
賑
や
か
な
声
…
6
ペ
ー
ジ
の
誌
面

で
は
紹
介
で
き
な
い
ほ
ど
の
魅
力
が
、

鳥
取
大
学
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
詳
し
い
情
報
は
、
鳥
取
大
学
が

発
行
し
て
い
る「
大
学
案
内
」や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
大
学
紹
介
動
画
な
ど
と
併

せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
本
学

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
一
度
鳥
取

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
、
本
号

に
掲
載
し
た
以
上
の
本
学
の
魅
力
を
、

そ
の
目
と
耳
で
直
に
感
じ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
教
職
員
、
在
学
生
一
同
、
皆

様
と
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
取
大
学
で
は「
風
紋
」を

は
じ
め
様
々
な
媒
体
を
利
用
し
て
、

本
学
の
教
育
・
研
究
・
社
会
貢
献
な
ど
、

情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
い
た
だ
い
た
皆
様
の

声
を
、
今
後
の
本
学
の
広
報
活
動
に
も

生
か
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

（
M
・
K
）

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

　
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
毎
週
火
、
水
、
木
曜
日

の
18
時
半
か
ら
、
土
曜
日
は
9
時
か
ら
練
習

し
て
お
り
、
日
曜
日
は
公
式
試
合
や
練
習

試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
は
主
に
鳥
取

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
グ
ビ
ー
兼
サ
ッ
カ
ー
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員
数
は
選
手

24
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
3
名
の
計
27
名
で

活
動
し
て
お
り
、部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ッ

カ
ー
経
験
者
で
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
部
に
は
監
督
や
コ
ー
チ
と
い
っ

た
指
導
者
が
い
な
い
た
め
、部
員
で
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。
海
外
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載

し
て
い
る
動
画
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参
考
に
し
な
が
ら
、定
期

的
に
新
し
い
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
て

実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
練
習
を
す
る
際
に

は
、メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
と
雰
囲
気
を

よ
く
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
地
方
の
大
学
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
や

鳥
取
県
内
の
大
会
な
ど
、サ
ッ
カ
ー
部
は
年

間
を
通
し
て
多
く
の
試
合
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
会
に
出
場
し
た
と
き
に
は
気
持
ち
の

部
分
で
負
け
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
、

真
剣
勝
負
の
中
で
勝
つ
と
努
力
が
報
わ
れ
た

よ
う
で
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
は
、様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
要
素
が
詰

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
足
で
ボ
ー
ル
を
扱
う
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
た
め
、思
い
通
り
の
ボ
ー
ル
タ
ッ
チ

が
で
き
な
い
な
ど
の「
不
自
由
さ
」を
克
服

し
て
い
く
過
程
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
リ
ー
グ
戦
1
部
昇
格
や
、

来
年
の
春
に
開
催
さ
れ
る
鳥
取
県
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
の
3
連
覇
を
目
指
し
て
、

日
々
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

i r c l e  A c t i v i t i e s

サ
ッ
カ
ー
部

C

溝渕  章太さん

みぞぶち  しょうた

地域学部
地域文化学科 3年

森  淳二郎さん

もり じゅんじろう

農学部
生命環境農学科 2年

2年学年代表主将兼主務

サ
ー
ク
ル
紹
介

【
特
集
：
ア
イ
デ
ア
の
種
が
花
ひ
ら

く
と
き
〜
鳥
取
大
学
の
発
明
と
実

用
化
〜
】

▼
特
集
のm

ikoto

の
リ
ア
ル
さ
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
医
学
部
が

未
来
の
医
師
を
育
て
る
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
医
療
用
ロ
ボ
な
ど
の
開
発
に

も
携
わ
っ
て
い
る
事
が
良
く
分
か
り

ま
し
た
。（
40
代
、
女
性
）

▼
み
ん
な
に
し
っ
か
り
練
習
し
て
も

ら
い
、
私
達
が
楽
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。（
50
代
、
女
性
）

▼
大
学
で
研
究
・
開
発
さ
れ
た
商

品
が
市
場
に
出
て
い
る
の
を
知
り
驚

き
ま
し
た
。（
10
代
、
男
性
）

【
社
会
貢
献
：「
が
ん
ウ
イ
ル
ス
療
法
」

を
、
臨
床
に
向
け
て
新
段
階
の
ス

テ
ー
ジ
へ
】

▼
地
方
大
学
で
、
貴
学
の
よ
う
に
大

き
な
社
会
貢
献
に
資
す
る
研
究
が

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
の
は
、
た
い
へ
ん

驚
き
ま
し
た
。
医
療
分
野
へ
の
貢
献

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
50
代
、女
性
）

【
話
題
の
研
究
室
：
工
学
部
・
生
体

触
媒
工
学
研
究
室
】

▼
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
キ
ノ
コ

の
能
力
に
つ
い
て
は
勿
論
の
こ
と
、

教
授
の
学
生
と
の
関
わ
り
方（
ご
指

導
の
姿
）を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。（
40
代
、
女
性
）

▼
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
生
さ
ん
が
笑

顔
で
、
楽
し
い
大
学
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
教
授
と
の
距
離

このコーナーでは、前号（58号）の読者アンケートに寄せられた読者の皆さんの声をお伝えします。
誌面作りに活かしていきますので、風紋への感想やご意見などをお寄せください。

リーダーズ・ボイス
R e a d e r ’ s  V o i c e

フォロー
してね

鳥取大学公式Facebook・twitter
鳥取大学の　    をつぶいています！今

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

鳥取大学の施設や講義室など、360度パノラマビューにより、
スマホ・パソコンからキャンパス内にいるかのような臨場体験ができます！ 

もう体験しましたか？

バーチャル
キャンパス

鳥取キャンパス24カ所、米子キャンパス12カ所 全36カ所掲載!

スマホの動きに

合わせて動く！ 

あなたのいる
場所が鳥取

大学に！

スマホはV
R（バーチャ

ルリアリティ
）に対応

@tottori_univ@toririn

飛鳥の森 正門

米子キャンパス 鳥取キャンパス

https://flic360make.vr360-view.com/tour/f07fda7bc64c177 https://flic360make.vr360-view.com/tour/21b47c4d5fb8ae9

成人・老人看護学実習室

シミュレーションセンター

共通教育棟2階大講義室

中央図書館2階ホール

が
近
い
気
が
し
て
、
安
心
で
す
。

（
40
代
、
女
性
）

【
羽
ば
た
く
卒
業
生
】

▼
卒
業
後
の
様
子
を
色
々
と
知
り

た
い
。
活
躍
の
場
や
成
果
な
ど
を

知
っ
て
お
き
た
い
。
卒
後
の
こ
と
を

考
え
る
時
に
参
考
に
し
た
い
。
ま
た
、

活
躍
を
知
る
こ
と
で
大
学
へ
の
誇
り

を
、感
じ
て
欲
し
い
。（
40
代
、女
性
）

【
学
び
を
支
え
る
：
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
】

▼「
留
学
を
経
験
し
た
学
生
は
、
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
成
長
し
ま
す
。」

の
記
事
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
留
学
に
つ
い
て
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。（
50
代
、
男
性
）

【
こ
ん
な
ご
意
見
も
】

▼
地
域
貢
献
活
動
な
ど
沢
山
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
読
ん
で
い
て
楽
し

い
で
す
！（
20
代
、
男
性
）

▼
学
生
の
大
学
生
活
や
部
活
の
こ

と
な
ど
も
、
も
っ
と
載
せ
て
欲
し
い

で
す
。（
40
代
、
女
性
）

▼
鳥
大
な
ら
で
は
の
特
別
な
学
習

な
ど
。
鳥
大
な
ら
で
は
の
特
色
を

教
え
て
ほ
し
い
。（
50
代
、
男
性
）

▼
卒
業
生
が
全
国
の
ど
の
地
域
に

就
職
し
て
い
る
の
か
、
非
常
に
関
心

が
あ
る
。（
50
代
、
女
性
）

▼
工
学
部
の
活
動
を
も
う
少
し
詳

し
く
知
り
た
い
で
す
。
若
手
エ
ン
ジ

ニ
ア
へ
の
期
待
は
大
き
い
の
で
、
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
50
代
、男
性
）

※サークル紹介記事は学生広報スタッフが担当しました。

※
本
記
事
の
取
材
以
降
、
リ
ー
グ
戦
1
部
昇
格
を
達
成
し
ま
し
た
。
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風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  www.tottori-u.ac.jp/ask  をご覧ください

塩﨑一郎（工学部）
川村　優（総務企画課）

西村正広（医学部）
山岸大輔（研究推進機構）

筒井宏樹（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

山下博樹（委員長・地域学部）
遠藤常嘉（農学部）

サイエンス・アカデミーのご案内
日　時 毎月第2・第4土曜日 10：30～12：00
会　場 鳥取大学広報センター 2階（鳥取市湖山町南4-101）

（12/8のみ広報センター 1階 コミュニティ・デザイン・ラボ）

お問い合わせ 鳥取大学地域価値創造研究教育機構企画管理室
TEL 0857-31-6777

健康・医療 ～人生100年の時代、知っておきたい保健、医療のこと～テーマ

若者の性の健康を守ろう！

米子市立図書館、倉吉市立図書館、琴浦町図書館、
加藤文太郎記念図書館でライブ中継による聴講ができます。

医学部保健学科
助教 大島 麻美

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

申込不要
受講料無料

テーマ 講  師

土
201811 10

病いを持つ人々の自己管理と
生活を支える看護を探究する 医学部保健学科

准教授 谷村 千華
11 24 土

2018

更年期世代のセルフケア向上を目指した
健康支援

医学部保健学科
講師 池田 智子

12 8 土
2018

ここまで治る！がんの放射線治療 医学部附属病院放射線治療科
教授 内田 伸恵

12 22 土
2018

がん看護専門看護師の役割と
がん看護の実際

医学部附属病院看護部
看護師 中村 梨沙

1 12 土
2019

LIVE

プレゼントが当たる!
今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見
やご要望をお待ちしています。アンケートにご協力
いただいた方の中から抽選で110名様にプレゼント
を進呈いたします。

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には
使用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって
代えさせていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（木）

読者アンケートにご協力いただいた方へ

10名様10名様
とりりん
ぬいぐるみ

100名様100名様
鳥取大学
オリジナル
グッズ

～体と心の変化に気づき、リスクに備える～

～人々の認知にはたらきかけ、行動の変化をうながす健康教室～

～未来に向けての取り組みの実際～
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